
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＩ第 2620 地区静岡第 2 グループ 

沼津ロータリークラブ 

WEEKLY BULLETIN 

 
2025～2026 年度 ＲＩテーマ 

事務所 〒410-0881 沼津市八幡町 15 

          ビレッジ 35 303 号 

☎055-963-0515 FAX055-963-5202 

 

例会場 〒410-0802 沼津市上土町 100番地１ 

沼津リバーサイドホテル 

☎055-952-2411 FAX055-952-2455 

 

会   長  山 本  洋 祐 

幹   事  塚 本  和 弘 

会報委員長  市 野  貴 世 

2025～2026 NO.28 

ＲＩ会長 

フランチェスコ・アレッツォ 

RＩ２６２０地区ガバナー 

稲葉 雅之 

第 3510 回例会     2026.4.3 

会長挨拶        会長 山本 洋祐 

本日の例会食は「100 万ドルの食事」ですので、本日は「100
万ドルの食事」についてお話しいたします。 

「100 万ドルの食事」と聞いて、通常より豪華な食事を想
像された方もいらっしゃるでしょうが、実際に出てくるの
は、通常より質素な食事です。それもそのはずで「100 万ド
ルの食事」とは、例会食を通常より質素にして、通常食と粗
食との料金の差額を寄付にあてようという取組みなのです。
世界のロータリアンが約 50 万人であった 1960～1961 年頃
に、１人１食２ドル浮かして「50 万人×２ドル＝100 万ド
ル」を寄付しようと呼びかけたことが「100 万ドルの食事」
という名称の由来だそうです。 

当クラブでは、毎月第１例会を「100 万ドルの食事」とし
て１人１食 500 円をプールしています。例会出席者を 40 人
と仮定すれば、例会１回あたり「40 人×500 円＝2 万円」プ
ールでき、それに年間 12 回を掛けて、年間 24 万円プール
できる計算になります。ちなみに、プール金の前年度実績は
22 万 2000 円、今年度実績は３月までで 18 万 3000 円とな
っております。皆様「100 万ドルの食事」へのご協力、誠に
ありがとうございます。 

そして、当クラブでは、年度末に、プール金の半分を R 財
団の年次基金寄付に、残りの半分を米山記念奨学会の特別寄
付金に、会員個人としてではなく、クラブとして寄付してい
ます。この「クラブとして寄付」を「会員個人として寄付」
に切り替えれば、以前の会⾧挨拶で申し上げた R 財団寄付
の「１人当たりの平均寄付額」のアップにつながるのでは、
と思った次第です。 

最後に、最近「100 万ドルの食事」は専らカレーライスで
す。ですので、毎月第１例会にてカレーライスを食べる際に
は、「これで 500 円寄付したことになるな」と噛みしめなが
ら、食べていただければと思います。 

 ゲスト なし 

ビジター なし 

他 RC 出席 塚本君・山本君（3/29 伊東 RC 創立 70

周年記念式典）、大友君（3/29RLI パー

トⅠ） 

 

出席報告 
会員総数 44 名 

出席計算に用いた会員数 43 名 

出席計算に用いた出席者数 40 名 

出席率 93.02％ 

前々回の修正出席率 90.91％ 

 
欠席者（4名） 後藤君・楠木君・三好君・奥村君 

4 月 10 日（金）例会プログラム 

・会員リレー式卓話 

会員 細澤哲哉君  

会員 峯村祐紀子君 

会員誕生日 該当者なし 

配偶者誕生日 該当者なし 

結婚記念日 渡邉雅昭君・向坂義次君・ 

井上紀子君 



PELS 報告 
会⾧エレクト 渡邊洋二郎君 

次年度ＲＩ会⾧は、ナイジェリアのトランス・アマディ

ＲＣのオラインカ・ハキーム・ババロラ氏であり、同氏が示

されたメッセージは「ＣＲＥＡＴＥ ＬＡＳＴＩＮＧ Ｉ

ＭＰＡＣＴ」であり、日本語訳では「持続可能なインパクト

を生み出そう」となります。その意味としましては、一時的

な成果や単発の事業に終わるのではなく、地域社会に⾧く

良い影響を与え続ける活動を目指すことを意味しており、

奉仕の「量」よりもどのような変化（ＩＭＰＡＣＴ）をもた

らすかが問われていて、特に事業や奉仕活動における「継

続性」、クラブや地区の取り組みが次年度以降も生かされる

仕組みづくり、会員一人ひとりの関わりが⾧期的な変化に

つながることの重要性が強調されていると若林ガバナーエ

レクトより説明がありました。そして、重点事項として、ポ

リオ根絶への継続的な取り組み、平和の推進と対話の促進、

会員増強とクラブ体験の向上、地域に変化をもたらす奉仕

活動の４つを挙げられ、これをもとに次年度の活動が行わ

れていく予定です。 

次期幹事 大熊宏幸君 
3／22 藤枝市内にてＰＥＬＳに出席してきました。午前

の本会議でオラインカＲＩ会⾧Ｅのメッセージが示される

とともに若林ＧＥ（藤枝南）の解説とガバナー方針の説明

がありました。その中で印象的だったのは、若林ＧＥの「ロ

ータリー活動に於いて、『会社K（事業）を第一に優先するこ

と、健康Kに留意すること、家族Kの理解を得ること』の３K

を大事にして欲しい」との言葉でした。昨今、RＩと日本の

ロータリーとの間に大きな隔たりを感じるなか、親睦と職

業奉仕をベースとするシンプルでスリムなＧＥのスタンス

に大きく頷いた次第です。午後の分科会１ではクラブ幹事

の役割と責務についてレクチャー、分科会２は静岡第２G

第１回会⾧幹事会が開催され顔合わせの場となりました。

この示唆に富んだＰＥＬＳで今回得たものを、渡邊会⾧Ｅ

の補佐として、活気あるクラブ運営に反映させていきたい

と思います。 

今後とも会員皆様のご協力をよろしくお願い致します。 
 

幹事報告 
１）例会変更のお知らせ 

富士山吉原…4/16(木)は夜間例会に変更 

      4/30(木)は休会 

沼津北…4/28(火)は休会 

沼津柿田川…4/29(水)は休会 

沼津西…4/30(木)は祝日週休会 

２）4/3(金) 第 2 回卑賎理事・役員・委員⾧会議 

３）2026 年 4 月のロータリーレート 1 ドル＝160 円 

４）「ロータリーの友」4 月号 ポストイン 

５）第 10 回定例理事会議事録 ポストイン 

６）4-6 月テーブル編成表 ポストイン 

７）新会員対象アンケート実施 締切：4/20(月) 

 

新会員紹介 
 

 

 

島村一央君 
（奥村君・細澤君 紹介） 

 

 

 

新会員紹介 
 

 

 

鈴木良彦君 
（山口君・渡邉(真)君 紹介） 

 

 
 

スマイルボックス 
山本会⾧…渡邊会⾧エレクト、大熊次期幹事、PELS 報告よ

ろしくお願いいたします。 

塚本幹事…4 月に入り、だいぶよい気候となりました。鈴木

さん、島村さん、入会おめでとうございます。これからよろ

しくお願い致します。 

奥村君・細澤君…新会員島村一央君をよろしくお願い致し

ます。 

吉野君…先週の卓話後、出演中の FM ラジオで 39℃の発熱

しました。38 年目の結婚祝い、ありがとうございます。 

東君…渡邊(洋)会⾧エレクト、大熊次期幹事、本日は「PELS」

の報告よろしくお願いします。 

大江君…16 年目の結婚のお祝い、ありがとうございます。

4/1 に愛犬が亡くなり、傷心の日々を送っています。 
 

【千本をよくする会 総会 2026.4.5（日）】 
於：第 2 地区センター 

 
 

参加者：後藤君・細澤君・小暮君・峯村君・野口君・大熊君・

大村君・向坂君・清君・塚本君・渡邉(雅)君・山口君・山本

君・鈴木事務局 

＊前日の天候不良により清掃中止、総会のみ開催 


